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《令和 6 年 8 月 29 日新規》 

 

○ 取扱い 

 原則として、腎機能の評価目的で血中 β2 ｰマイクログロブリンを行う場

合、3 か月に 1 回まで算定が認められる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 血中 β2 ｰマイクログロブリンの血中での変動は主として糸球体濾過値

（GFR）に左右されるため、腎機能の指標として用いられるが、腎機能の

評価目的としては頻回に行う必要はなく、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫や

透析アミロイド症に対するダイアライザーの選択などを除き、3 か月に 1

回が妥当であると整理した。 

 


